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3 月 12 日（日）にマツダスタジアムで行

われたヤクルト戦にて、2017 年度の新入団

選手の紹介を行った。7名の新入団選手たち

は、来場された方に改めて挨拶し、温かい声

援、大きな拍手で歓迎された後、スタンドに

向けてサインボールの投げ込みプレゼント

した。 

ドラフト 1 位の加藤拓也投手を筆頭に、昨

年の甲子園でも活躍した高橋昂也投手やア

ドゥワ誠投手も獲得し、セ・リーグ連覇へ。

そして 33年ぶりの日本一へと向けて、着々

と準備は整っている。若手の力でチームを

盛り上げ、今年も広島を真っ赤に染めてほ

しい。 

また、3 月 18 日（土）の日本ハム戦では

黒田博樹特別試合が行われた。この試合で

は緒方孝市監督をはじめ、コーチ、選手全員

が背番号15の特別ユニホームを着用しプレ

ーした。始球式では黒田博樹氏が登場し、多

くのファンから大きな声援を受けた。なお、

当日は昨シーズンセントラル・リーグ優勝

を記念したチャンピオンリング贈呈式も行

われ、がんからの復帰を目指す赤松真人選

手も参加した。  

始球式を行った黒田博樹さん 

背番号15の思いを胸に！ 

輝け！若鯉たちよ！ 

J1 開幕！苦しいスタート 

3 試合を終え、1 分け 2 敗 

Ｊ1は 2月 25日（土）開幕。2年ぶりの王座

奪還を目指すサンフレッチェは、3試合を終え

て１分け 2敗と、スタートダッシュはならなか

った。  

開幕戦をホームで迎えた新潟戦は、守備的な

戦術に苦しみながらも後半 12 分 CK のこぼれ

球を、新加入の工藤壮人選手が決めて先制した

が、26分に新潟の反撃を許し追いつかれ、ドロ

ー発進となった。  

3 月 4日（土）の清水戦では、後半 6分の PK

での失点が重くのしかかり、主導権を握りなが

ら、ゴール前での連係がかみ合わず無得点で黒

星。続くアウェイの鳥栖戦も FK を直接決めら

れ 0-1 で 2連敗となった。  

苦しい出足となったが逆境を乗り越え、最後

に笑顔で終われることを期待したい。 
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デザインマンホール寄付 

E スタに“サンチェ”登場 
サンフレッチェ広島は広島市に、マスコットキャラク

ター「サンチェ」をあしらったデザインマンホールふた

11個を寄付、2月 20日（月）にエディオンスタジアム

のバックスタンド側コンコースに設置された。22 日

（水）には、松井一實市長から織田秀和社長に感謝状が

贈られた。 



 

 

 

 

 

 

優勝した NTT 西日本広島ソフトテニスクラブ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2/16～3/15 トップス広島 試合結果 

NTT 西日本広島 ソフトテニスクラブ 

▽第21回アジアカップひろしま国際ソフトテニス大会 

3/11.12 2 年連続 7度目の優勝 

（実業団・日本リーグにつづき 3冠達成） 《※広島で行われた試合のみを掲載しています。》 
※広島で行われた試合のみを掲載しています。》 
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広島メイプルレッズ 

▽第41回日本ハンドボールリーグ レギュラーシーズン 

2/25 メイプルレッズ ○26-18● 飛騨高山ブラックブル

ズ 

3月 4日（土）5日（日）に香川県の高松市総合体育館において、第 42回高松市オープン大会が

行われた。4 日に行われたシングルスに濱北もも選手が出場し、危なげない戦いで、決勝戦まで圧

巻の全試合ストレート勝ちで、優勝を手にした。  

翌 5日に行われたダブルスにおいても、前日の勢いのまま、平井亜紀・亀田楓ペアもつづいた。

グループリーグは 2位で通過だったが、つづく決勝トーナメントでは、準決勝まで勝ち進み、決勝

では予選で敗れた百十四銀行ペアに 2-0 でリベンジを果たし、優勝を飾った。 この先も、広島ガス 

バドミントン部の活躍から目が離せない！ 
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高松市オープン大会 ダブル優勝！ 

3 月 11 日（土）12日（日）と広島翔洋テニスコート他にて「第 21回アジアカップひろしま国際

ソフトテニス大会」が開催された。 海外からも強豪国の韓国をはじめ、中華台北、インドネシア、

インドも参加。実業団・大学等 145 チームがエントリーし、日本屈指のビッグトーナメントとなっ

た。 

2連覇を目指す NTT 西日本広島は初戦から危なげなくストレートで勝ち進み、むかえた準々決勝。

近年力をつけてきている、ワタキューセイモア（京都）と対戦した。 

1対戦目のエースペア丸中大明・長江光一ペアは快勝するものの、2対戦目の船水雄太・岩崎圭の

ルーキーと最年長のペアは相手の勢いを止めることができず敗戦、1-1 でむかえた 3 番勝負をキャ

プテンの村上雄人・水澤悠太ペアが気迫と粘りのプレーで勝利し、準決勝へコマを進めた。 

準決勝は優勝候補の韓国チームを激戦の末下し、勢いに乗る宇部興産（山口）。ここではペアを

組みかえて挑んだ船水・原侑輝ペアがチームに勢いをつける勝利を収め、続く丸中・長江ペアも相

手を寄せ付けず、2-0 のストレート勝ちで決勝へコマを進めた。  

決勝の相手は第 2シードの YONEX。元全

日本チャンピオンを 4名擁する強豪だが、 

ここでも船水・原が大車輪の活躍。元全日

本チャンピオンペアを一蹴し、エース丸

中・長江ペアも果敢な攻撃を見せ 2-0 で圧

勝。2016 年は実業団・日本リーグに続き 3

冠を達成した。昨年の優勝は半ば勢いもあ

ったが、今回は選手の力が着実につき、成

長した証の優勝であった。 

成
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サンフレッチェ広島 

▽2017 明治安田生命 J1リーグ開幕戦 

2/25 サンフレッチェ広島 △1-1△ アルビレックス

新潟 

3/4 サンフレッチェ広島 ●0-1○ 清水エスパルス 

3/11 サンフレッチェ広島 ●0-1○ サガン鳥栖 
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2 月 25 日（土）に東区スポーツセンターにて、飛騨高山ブラックブルズ岐阜を

迎え撃った。前半、先制点はブラックブルズ。メイプルレッズはディフェンスと GK

が連携し、簡単にノーマークシュートを許さない。マイボールにすると、すかさず

押し上げ数的有利を作り得点を重ねる。両チームとも速攻をメインとしたオフェ

ンスで折り返す。  

後半、両チームともディフェンスの足がよく動き、ミドルシュートでの点の取り

合いとなるがブラックブルズ GK の好セーブで点差を 4 点まで詰める。後半 25 分

まで一進一退となるも、終盤メイプルレッズが流れを掴み 26-18 で逃げ切った。  

これで、メイプルレッズは ANA CUP 第 41 回日本ハンドボールリーグ プレーオ

フ進出が決定した。  

また、15番高山智恵選手はリーグ 100 試合連続得点を達成し、翌日 26日（日）

の北國銀行との戦いではリーグ通算 500 得点を達成し、連続得点も 101 試合目と

記録を更新し、表彰された。そしてメイプルレッズは 10 勝１分７敗、3 位でレギ

ュラーシーズンの幕を閉じた。  

 今後、メイプルレッズは 3月 25日（土）にプレーオフ準決勝で 2位のオムロン

と対戦する。 

 昨年もプレーオフに進出するも、4位に終わってしまった。 

 100 試合連続得点、通算 500 点を記録した高山選手にさらなる期待がかかる！ 

レギュラーシーズン 3 位  プレーオフ進出へ！ 

大記録を樹立した高山選手 

逆転勝利で、プレーオフ進出決定！ 

プレーオフ進出に滑り込みたい湧永は、2 月 18 日（土）に豊田合成と対戦。前半は攻めあぐねるが、連続得点

で逆転し、25-22 で勝利した。しかし、翌日の 19 日（日）のトヨタ紡織九州との試合では相手に優位に試合を進

められ、後半追い上げるもあと一歩届かず 19-22 で敗れた。  

プレーオフ進出のかかった 25日（土）のトヨタ車体との一戦は、両チーム得点を重ねる中、GK荻原良太選手の

好守が流れを呼び込み、前半終了間際に野村浩輝選手、新名亮介選手らの速攻が決まりリードで折り返す。後半は

3度の退場者を出すも逃げ切りに成功。28-24 で 3シーズンぶりのプレーオフ進出を決めた。  

翌 26 日（日）の北陸電力戦は、逆転された後すぐに 2 本のシュートで再逆転し、24-19 と押し切り、プレーオフ

へ弾みをつけた。  

プレーオフ初戦の対戦相手はリーグ 1位の大同特殊鋼。必ず勝利し、優勝を掴んでもらいたい。 

3月 15日（水）、広島市立可部中学校において、1・2年生を対象に CCWRS ホッケ

ー部副将の西村綾加選手による講演会が行われた。  

「あきらめないこと」をテーマに、小学 4年生で始めたホッケーを通じてたくさん

の人から学び、現在も心の拠りどころにしているキーワードを紹介しながら講演が

進められた。  

ホッケーのルールやスティックの使い方などの説明を行ったあとにつづいて、西

村選手が兄や姉の影響により始めたホッケー人生について語った。 怪我などで何

度も挫折を味わいながらも、様々な人々に支えられ今があると語った西村選手。リ

オ五輪で日本代表となった裏側には、数々の苦労があった。 

講演終了後、生徒からの質問に丁寧に対応し、「夢や希望を叶えるにはどうした

らいいか」という問いかけに対しては、「良いことだけではないが、諦めることな

く継続することで乗り越えていくことが大事」と答え、生徒たちのこれからの活躍

にエールを送った。  

 

西村選手の想いは、きっと生徒たちの心に届いたことであろう。 
講演する西村選手 

未来を担う子どもたちにエール！ 



 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

編集協力 広島経済大学 興動館 
スポーツによる地域活性化プロジェクト 

各チームの１推し選手を紹介します。 

↓担当者からのコメント 

生年月日 H3 年 11 月 16 日 

身 長  174cm 

血液型  A 型 

出身地  香川県 

 

広島ガス バドミントン部 

平井亜紀選手（新主将） 

☆選手紹介コーナー☆ 
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高さを活かした角度のあるシ

ョットに注目。 

苦しい戦いを制し、プレミアリーグ残留！ 

JT サンダーズは、2016/17 V・プレミアリーグ V・チャレンジマッチ（入れ替え戦）で 3月 11日（土）、12日

（日）の 2日間にわたり、神奈川県の大和スポーツセンターにて V・チャレンジリーグⅠ 2 位の富士通カワサ

キレッドスピリッツと対戦した。  

1 日目、3-1 で勝利し、プレミアリーグ残留へ大きく前進するも、自分たちのミスが多く 1セット取られると

いう課題ができ、それを受けて第 2戦へ向け万全を期して全員で対策を練った。  

2 日目、反省点をしっかりと修正し、第 1セット、第 2セットを先取。1日目は第 3セットを奪われたため、

3セット目に入る前に「昨日と同じことはしないようにしっかりやろう」と声を掛け合った結果、厳しいセット

を全員で取り切りストレート勝ちで勝利。2016/17 V・プレミアリーグ残留を決めた。  

来シーズン、再び頂点を獲るため、今季味わった悔しさをバネにしてさらなるチーム強化に取り組む。 

円陣を組む、JTサンダーズの選手たち 

 

 チームの目標 

・チームの目標は、今年はニューイヤー駅伝 8位入賞。 

・将来的には 2007 年度以来の優勝。  

・マラソンでは、世界陸上・オリンピック代表選出。  

 監督に就任した今のお気持ち  

監督に就任した時は、責任感を非常に感じました。どうしたら強いチーム

にできるか、自分自身何がしたいのか、どうしたいのかなど。頭で考えても

行動に移せないことが、多々ありました。  

でも、失敗を恐れていては前には進めないのでまずはやってみて、成功す

れば継続し、失敗をすれば何がいけなかったかを振り返り、次に繋げること。

目の前のことも大切ですが、長期的な視野を持ち、チームを強化していきた

いと思います。  

選手としては実績を残しましたが、監督としてはゼロなのでこれから一つ

一つ、実績を積み上げて行きたいです。  

 皆様に応援・期待していただけるようなチームを目指しますので、これか

らも中国電力陸上競技部へのご声援、よろしくお願いいたします。 

新監督のもと、はばたけ！中国電力陸上部！ 

新監督に就任した油谷繁氏 

2月から中国電力陸上競技部の新監督に就任した、油谷繁氏にインタビューを行った。 


